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植物のゲノム編集：何ができるように
なったのかと農作物への実用化に向けて

近年、地球を取り巻く環境は大きく変化しており、世
界規模において毎年20〜40%もの農作物が、病虫害や
環境ストレスにより損失している。農作物の損失を防
ぎ、効率的に食糧増産を行うためには、従来の育種法
に変わる飛躍的なイノベーションが望まれる。そのた
めのゲノム編集の分子ツールとしてZFN、TALEN、
CRISPR/Cas9といった配列特異的ヌクレアーゼ
(Sequence Specific Nuclease: SSN)が、高等植物において
広く用いられている。しかし、SSNは遺伝子機能を欠
損させた変異体を作出することしかできない。我々は、
CRISPR/Cas9とドナー配列を併用し、ゲノム上の標的配
列へのDNA配列の導入や、アミノ酸置換を行う遺伝子
ターゲッティングにシロイヌナズナで成功した。本セ
ミナーでは、高等植物におけるゲノム編集と、今後の
農作物への応用について考察する。
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